
日本医史学雑誌第52巻第 1号（20()6） 648

・
ン
ツ
モ
ン
ド
カ

〔
発
行
所
出
門
堂
Ⅱ
福
博
印
刷
竹
文
化
事
業
推
進
室
、
〒
八
四
九

’
○
九
一
八
佐
賀
市
兵
庫
南
四
丁
目
二
二
番
地
四
○
号
、
電
話
○

九
五
二
（
二
五
）
二
九
八
八
・
直
通
、
定
価
一
○
九
五
円
・
税
別
〕

さ
き
に
『
徳
川
将
軍
家
十
五
代
の
カ
ル
テ
」
の
好
著
を
発
刊
さ
れ
た

篠
田
氏
が
今
度
は
一
二
五
代
に
わ
た
る
天
皇
家
の
カ
ル
テ
に
挑
戦
さ
れ

た
。

日
本
人
は
ど
ん
な
病
気
に
か
か
る
か
、
ど
ん
な
病
気
で
死
ぬ
か
、
い

陽
暦
四
月
九
日
に
川
崎
宿
に
泊
ま
り
、
夜
盗
に
入
ら
れ
顕
微
鏡
他
を

ぬ
す
ま
れ
て
い
る
。
残
念
な
こ
と
に
楢
林
系
通
訶
は
同
行
し
て
い
な

い
が
、
何
か
縁
の
切
れ
な
い
幻
想
を
感
ず
る
。
そ
れ
は
長
崎
銭
座
町

の
天
王
山
聖
徳
寺
の
楢
林
家
墓
地
の
反
対
側
奥
の
通
詞
系
墓
地
に
、

楢
林
博
太
郎
（
順
天
堂
大
学
神
経
学
講
座
創
立
時
の
教
授
）
氏
の
建

立
さ
れ
た
新
墓
も
あ
り
、
モ
ー
ニ
ッ
ヶ
、
川
崎
、
深
瀬
氏
、
順
天
堂
、

楢
林
家
、
長
崎
と
は
牛
痘
接
種
史
の
輪
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
筆
者
は
次
に
長
崎
に
行
く
と
き
は
、
こ
の
本
を
持
っ
て
聖
徳

寺
の
石
段
を
登
る
と
決
め
て
い
る
。

い
ろ
い
ろ
の
視
点
か
ら
も
、
役
立
つ
著
作
で
あ
る
の
で
各
方
面
の

方
々
に
是
非
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
中
西
淳
朗
）

篠
田
達
明
著

『
歴
代
天
皇
の
力
ル
ー
こ

ろ
い
ろ
な
研
究
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
日
本
人
の
代
表
と
し
て
一
二
五
代

つ
づ
い
た
天
皇
家
歴
代
の
カ
ル
テ
を
見
れ
ば
手
っ
取
り
ば
や
く
わ
か
る

と
い
う
も
の
で
あ
る
。
宮
中
奥
深
く
居
住
し
て
庶
民
ク
ラ
ス
と
は
生
活

環
境
が
違
う
と
い
っ
て
も
、
庶
民
の
間
に
流
行
し
た
病
気
は
い
ず
れ
は

皇
居
内
に
も
及
び
、
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
ｃ
万
世
一

系
で
遺
伝
的
素
質
が
違
う
と
い
っ
て
も
、
日
本
人
で
あ
る
以
上
Ｄ
Ｎ
Ａ

は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
天
皇
家
の
病
気
は
日
本
人
の
病
気
の
象
徴
で
も
あ

る
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
た
び
篠
田
達
明
氏
が
著
さ
れ
た
『
歴
代
天
皇

の
カ
ル
｜
こ
は
日
本
人
の
病
気
史
で
も
あ
る
。

庶
民
の
病
誌
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
な
い
で
煙
滅
し
て
し
ま
う
が
、
天

皇
家
の
そ
れ
は
時
代
に
よ
っ
て
異
な
る
と
は
い
え
、
な
ん
ら
か
の
形
で

残
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
著
者
は
多
く
の
史
書
を
渉
猟
し
て
克
明
に
そ

れ
を
追
跡
し
、
生
々
し
く
描
き
出
し
て
く
れ
た
。

圧
巻
は
本
書
の
巻
末
に
載
せ
ら
れ
た
『
歴
代
天
皇
一
二
五
代
の
カ
ル

テ
一
覧
表
』
で
あ
る
。
こ
れ
に
見
る
歴
代
天
皇
の
病
歴
・
死
因
の
実
態

か
ら
感
ず
る
こ
と
は
古
代
か
ら
江
戸
時
代
ま
で
と
近
現
代
と
の
間
に
大

き
な
断
層
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
に
よ
る
と
、
明
治
以
前
の

日
本
人
の
死
因
と
し
て
最
も
恐
れ
ら
れ
た
病
気
は
痘
瘡
で
あ
っ
て
、

今
は
見
ら
れ
な
い
こ
の
疫
病
に
よ
り
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
ま
で
、

七
六
帝
の
う
ち
三
七
帝
が
罹
患
し
、
さ
ら
に
後
朱
雀
、
六
条
、
後
光
明
、

東
山
、
孝
明
の
五
帝
が
こ
れ
に
よ
っ
て
急
逝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
日

本
列
島
は
か
つ
て
は
マ
ラ
リ
ア
列
島
と
い
っ
て
も
よ
い
ほ
ど
マ
ラ
リ
ア

原
虫
（
三
日
熱
）
が
地
方
病
的
に
存
在
し
て
い
て
、
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
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る
経
験
は
日
常
的
に
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
天
皇
方
も
こ
れ

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
病
気
と
な
っ

た
。

著
者
が
力
を
注
い
だ
考
察
に
、
天
皇
の
生
母
が
正
室
で
あ
る
か
側
室

で
あ
る
か
の
調
査
が
あ
る
。
著
者
の
前
著
『
徳
川
将
軍
家
十
五
代
の
カ

ル
テ
」
で
も
行
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
生
母
が
皇
后
や
中
宮
等
か

ら
生
ま
れ
た
嫡
出
子
で
あ
っ
た
か
、
側
室
の
宮
妃
や
宮
女
か
ら
生
ま
れ

た
非
嫡
出
子
（
庶
子
）
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
健
康
状
態
も
違
え
ば
寿

命
も
違
う
と
い
う
論
で
あ
る
。
古
代
の
伝
説
時
代
を
除
き
実
在
が
確
実

と
さ
れ
る
二
六
代
継
体
天
皇
以
後
で
は
、
前
者
は
二
八
人
、
後
者
は
七

五
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
前
者
の
平
均
寿
命
は
四
四
歳
で
あ
っ

た
の
に
、
後
者
の
平
均
寿
命
は
五
○
歳
で
あ
っ
て
、
側
室
か
ら
生
ま
れ

た
天
皇
の
方
が
丈
夫
で
長
生
き
し
て
い
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。
そ
の

上
で
現
在
の
天
皇
家
も
こ
の
ま
ま
で
は
皇
統
を
保
つ
こ
と
が
難
し
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
縣
岑
心
し
て
い
る
が
、
は
た
し
て
ど
う
か
。

以
上
は
本
書
の
最
後
の
い
わ
ば
総
括
の
章
「
病
録
の
章
」
か
ら
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
本
書
の
大
部
分
は
、
飛
鳥
・
奈
良
時

代
、
平
安
時
代
、
鎌
倉
安
土
桃
山
時
代
、
江
戸
時
代
、
明
治
・
大
正
・
昭

和
の
五
章
に
分
け
て
、
各
時
代
ご
と
に
歴
史
上
名
を
残
し
た
天
皇
の
逸

話
を
中
心
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
虚
弱
体
質
の
劣
等
感

か
ら
東
大
寺
大
仏
を
建
立
し
た
四
五
代
聖
武
天
皇
、
菅
原
道
真
の
怨
霊

を
恐
れ
て
神
経
症
に
な
っ
た
六
○
代
醍
醐
天
皇
、
今
様
の
歌
い
す
ぎ
で

慢
性
喉
頭
炎
を
患
っ
た
七
七
代
後
白
河
天
皇
、
徳
川
幕
府
と
の
確
執
に

よ
り
痔
疾
に
悩
ま
さ
れ
た
一
○
八
代
後
水
尾
天
皇
、
岩
倉
具
視
の
毒

殺
が
攝
か
れ
る
一
二
一
代
孝
明
天
皇
、
糖
尿
病
か
ら
尿
毒
症
に
陥
っ

て
侍
医
団
が
集
中
砲
火
を
あ
び
た
一
二
二
代
明
治
天
皇
、
周
産
期
障

害
と
晩
年
の
脳
病
に
悩
ま
さ
れ
た
一
二
三
代
大
正
天
皇
、
膵
臓
癌
で

崩
御
さ
れ
た
一
二
四
代
昭
和
天
皇
ま
で
、
興
味
あ
る
逸
話
で
満
ち
て

い
る
。

と
く
に
本
書
で
特
異
な
の
は
天
皇
（
二
帝
）
の
肖
像
画
を
か
か
げ
、

そ
れ
か
ら
天
皇
の
性
格
、
体
質
に
つ
い
て
考
察
を
め
ぐ
ら
し
て
い
る
箇

所
で
あ
る
。
た
と
え
ば
後
鳥
羽
天
皇
の
肖
像
で
は
、
「
眉
の
辺
り
に
激

し
い
気
性
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
に
こ
や
か
で
お
ど
け
た
一
面
も
あ
り
そ

う
だ
」
と
し
、
花
園
天
皇
の
肖
像
画
で
は
「
鼻
筋
が
通
り
、
お
の
ず
と

気
品
が
漂
う
、
お
と
ぼ
け
が
得
意
そ
う
で
何
を
申
し
上
げ
て
も
、
ま
と

も
に
応
じ
て
も
ら
え
ぬ
雰
囲
気
も
あ
る
。
多
少
好
色
の
気
も
う
か
が
わ

れ
、
人
間
味
あ
ふ
れ
る
そ
の
フ
ァ
ニ
ー
フ
ェ
イ
ス
に
は
微
笑
を
誘
わ
れ

ず
に
は
い
ら
れ
な
い
」
な
ど
独
特
の
評
が
展
開
さ
れ
る
。

歴
史
好
き
の
医
家
に
お
薦
め
で
き
る
好
著
で
あ
る
。

（
杉
浦
守
邦
）
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